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　森林と林業に関する動向と施策をまとめた「令和 3 年度　森林・林業白書」が、令和 4 年 5 月31日に、令和 3 
年度　森林及び林業の動向と令和 2 年度　森林及び林業施策について公表された。
　冒頭のトピックスでは、令和 3 年度の動きとして①2050年カ－ボンニュ－トラルを視野に「グリ－ン成長」の
実現を目指す森林・林業基本計画、②「脱炭素社会の実現に資する等のための建築物等における木材の利用の促進
に関する法律」の施行～「ウッドチェンジ」にむけて～」、③「奄美大島、徳之島、沖縄島北部及び西表島」が世界
自然遺産に登録、④「2021年 7 月、8 月に発生した大雨による産地災害等への対応」が紹介されています。
　特集 1 で2021年の木材不足・価格高騰（いわゆるウッドショック）への対応、特集 2 では、グリ－ン成長のカ
ギを握る木材需要拡大と木材産業の競争力強化が記述されています。

１．2050年カ－ボンニュ－トラルを視野に「グリ－ン成長」の実現を目指す森林・林業基本計画
・2021年６月に閣議決定された新たな森林・林業基本計画では、再造林等により森林の適正な管理を図り
ながら、建築物への木材利用を推進し、引き続き林業・木材産業の成長産業化に取り組むことにより、
2050年カ－ボンニュ－トラルに寄与する「グリ－ン成長」の実現を志向

２．「脱炭素社会の実現に資する等のための建築物等における木材の利用の促進に関する法律」の
       施行　～「ウッドチェンジ」にむけて～

・建築物における木材利用をより一層すすめるため、公共建築物等木材利用促進法を改正し「脱炭素社会
の実現に資する等のための建築物等における木材の利用の促進に関する法律」(通称:都市の木造化推進法
)として2021年10月に施行

３．「奄美大島、徳之島、沖縄島北部及び西表島」が世界自然遺産に登録
・2021年7月に「奄美大島、徳之島、沖縄島北部及び西表島」が、新たにユネスコの世界自然遺産に登録。
「白神山地」、「屋久島」、「知床」、「小笠原諸島」に続き、5件目

４．2021年７月、8月に発生した大雨による山地災害等への対応
・2021年7月に静岡県熱海市伊豆山地区で発生した土石流災害を受けて、関係機関連携の下、盛土による災
害防止に向けた総点検を実施し、必要な支援を行うとともに、危険な盛土を包括的に規制する「宅地造
成等規制法の一部を改正する法律案」を2022年3月に国会提出

第Ⅰ章　森林の整備・保全
１．森林の適正な整備・保全の推進
２．森林整備の動向
３．森林保全の動向
４．国際的な取組の推進

第Ⅱ章　林業と山村（中山間地域）
１．林業の動向
２．特用林産物の動向
３．山村（中山間地域）の動向

第Ⅲ章　木材需給・利用と木材産業
１．木材需給の動向

２．木材利用の動向
３．木材産業の動向

第Ⅳ章　国有林野の管理経営
１．国有林野の管理経営
２．国有林野事業の具体的取組

第Ⅴ章　東日本大震災からの復興
１．復興に向けた森林・林業・木材産業の取組
２．原子力災害からの復興

令和3年度　森林・林業白書
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森林の高齢化問題とカーボンニュートラル

1. カーボンニュートラルとは

　西部木材港においても様々な業種で国産材が使われるようになっています。
　森林面積の消失が深刻な問題となっている国もありますが、日本においては、人工林の多くが戦後
に植えられたものであるため「人工林の高齢化」が解決すべき課題となっています。
　さらなる木材利用の推進がカーボンニュートラルに不可欠な理由もここにあります。

　カーボンニュートラルとは温室効果ガスを“実質”ゼロにするという意味で使われ、「二酸化
炭素の排出量を減らすことは重要である」が完全にゼロにすることは不可能であるため、排出し
た分と同じ量の二酸化炭素を吸収することを目指すという論理です。排出量を減らす方法論につ
いては関心が高まっており、クリーンエネルギーの推進、電気自動車の使用、ごみの削減、など
様々な議論があります。

2. 二酸化炭素の吸収量を増やすために
　一方、吸収量を増やすことに、植物である樹木は二酸化炭素を吸収して成長し、炭素として固
定します。幸い日本においては森林資源の大幅な減少は見られず「森林を循環させる」為、適齢
となった木を伐採し再び若い木を植える、つまり二酸化炭素の吸収能力が衰えた高齢の木を伐採
し、若い木を植えることは吸収量を維持するために重要と考えられています。

3. 木材の樹種・年齢と二酸化炭素吸収の能力
　二酸化炭素の吸収量は広葉樹より針葉樹の方が大きく、ヒノキよりも杉の方が大きくなってい
ます。また京都議定書においては間伐等適正に管理された森林のみが削減量にカウントできるこ
ととされています。
　木も食欲旺盛な若者と同じで成長が盛んな時期’（10年から40年位まで）に二酸化炭素を多く吸収
します。

4. 日本の森林の現状
　地域によって差がありますが日本の人工林は46年生から55年生の高齢級人工林が過半数に達し
ていると言われています。長期的には、伐採⇒再造林により年齢の平準化を進めていかなければ
なりません。もちろん現状においては高齢となった人工林を適切に管理することも必要です。

5. まとめ
　木材の低価格化は川上から川中までの木材産業の不採算化を招きました。市場経済の原理とは
いえ、木を植え、育てて、伐採しても採算が合わないような状態が長く続いてきたことが、人工
林の高年齢化を生んだのではないでしょうか。
　木材が価値を反映した適正な価格で取引されることこそ木材資源の植える⇒育てる⇒伐採する
⇒再び植えるという循環を維持する上で重要だと考えます。

名古屋港木材産業協同組合
服　部　伸　一理事長



令和4年7月1日発行

：㈱ナゴヤ辻文　隈部雄一

　約 8 年前よりリフレッシュ目的で私の「サ活」（サ
ウナを楽しむ活動）が始まりました。学生時代は、
バスケットボールを約10年間やっていた事もあ り、 
汗をかく事、汗をかく行動に対して全く抵抗がな
く、むしろ積極的 に 取り組む性分であった事がす
んなり「サ活」を受け入れられた要因なのかもしれ
ません。
　サウナは高度経済成長期の真っ只中、 1964年に行
われた東京オリンピック時に選手村に設置したこと
で評判 となり 、 本場 フィンランド大使館によるバ
ックアップに端を 発した第 1 次ブーム に始まり 、 
1990年代温浴施設 が多く建設され 、スーパー銭湯、
健康ランド、スパなど の発展と 共に第 2 次ブームと
なり、2016年頃から 著名人 による SNS 投稿 、 2019
年にテレビドラマが放送されて更に人気が拡大して
いった事による第 3 次ブーム となり 、現在のブー
ム に 繋がっているようです。
　私は 、主に 2 か所のスーパー銭湯で 1 週間に 3 ～
4 回程度、仕事帰り や 出張帰りに行き、サウナ（ 6 
分）＋水風呂（ 1 分）＋ クールダウン（ 3 分）× 3 セ
ットのルーティンで 合計 1 時間強の「サ活」 をして
おります。時には同業者の方や御客様とバッタリ！
という事も 度々 ありました。いつの間にか、身近
にもサウナ愛好者が 増えている事に 気が付きまし
た。 平日は特に同じ時間帯にやってくる常連客との
軽いコミュニケーションを楽しむのもコロナウイル
ス感染拡大前は楽しみのひとつでした。
　2021年には「ととのう」が流行語大賞にノミネー
トされたこともあり、昨今はさらに「サ活」が注目
されています。 少しずつ経済や社会活動も活発にな
り、 6 月10日より外国人観光客の入国（制限付き）
も認め られ、 観光地はもちろん街 やスーパー銭湯 
などで 活気が 戻っているのを感じます。 ルール・マ
ナーを守りながら、疲労回復 ・ストレス解消・睡眠
の質向上 等々のメリットだけを信じて「サ活」を続
けていければと思います。
　次回は、西垣林業株式会社　中村  智幸氏にお願い
します。

「  サ　 活  」

広報委員：式守正光（名古屋木材㈱）

　今から2 年前、第 1  回目の緊急事態宣言が解除さ
れて間もなく、娘が無事男の子を出産し初孫誕生と
なりました。当時は立ち合い分娩はおろか娘の旦那
さんですら病院内に入ることに制限があり、まして
やジジ・ババが孫の顔見たさにノコノコと病院へ行
くなどと言うことはあり得ませんでした。しかしな
がらSNS 全盛期の昨今では即座に画像にて孫の顔を
拝むことができ、改めて文明の進化を実感しまし
た。
　そんな孫ももうすぐ 2 歳。ある週末、新聞をパラ
パラとめくっておりますと、小牧市が孫育て応援ハ
ンドブック『こまき祖父母手帳』なるものを発行し
ているという記事が目に留まりました。記事には
「昔は当たり前だったことが、今では推奨されてい
ないこともあります。今と昔の主な育児のちがいを
まとめましたので、参考にして下さい」と紹介され
ていたので、早速小牧市の子育て世代包括支援セン
ターで『こまき祖父母手帳』を入手しました。勿論
無料です。
　自分自身が行ってきた子育てと今の子育てで随分
と変わってしまったと感じた事例をいくつかご紹介
します。
【抱っこ】
今：心が安定し情緒豊かに成長します。抱きぐせ
は気にせずに抱っこしてあげましょう。

昔：泣いてすぐに抱っこすると抱きぐせがつくと
言われていました。

【日光浴】
今：現在は、親子（母子）健康手帳に「日光浴」
の記載がなくなっています。赤ちゃんの皮膚
は、紫外線の影響を受けやすいと考えられて
います。外出の際は、紫外線の強い時間帯
（10 時～14 時）を避けたり、帽子をかぶせ
る、肌に合う日焼け止めを塗るなど、紫外線
対策をしましょう。

昔：親子（母子）健康手帳にも記載があり、推奨
されていました。

最後に「これから孫育てをする祖父母へ」と題し
て以下の文章が綴られておりました。
 ・子育ての主役は父母です。そのサポートをお願い
します。
 ・パパママの考え方に耳を傾け、見守り、協力して
いただけると助かります。
 ・パパにも平等に子育てについて話してほしいとい
う声もあります。
 ・地域の子育て世代にも目を向けてみましょう。
　世間で言われる通り、やはり孫は可愛いもので
す。最近では少しずつ言葉も覚え始めて表情も豊か
になり、尚更可愛さの度合いが増してきました。子
育ての主役はあくまでも父母なので出しゃばらず、
『こまき祖父母手帳』を孫育てのバイブルとして、
孫の成長を見守っていきたいと思います。

「  いまどきの孫育て  」 
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西 垣 洋 一 服 部 伸 一

◆ 広告コーナー

蟹江警察署　生活安全課  生活安全係　TEL.0567-95-0110

　5 月28日（土曜日）に飛島村DIY教室が飛島村公民館 2 階で開催されま
した。今年初の委託事業となった大人向けDIY教室でしたが、親子連れ
の参加が多く、午前・午後各 6 組で実施されました。   
　名古屋港木材産業協同組合　広報委員会の稲生委員（㈾稲生製材）の
指導の下、サポート講師に上地広報委員長（上地木材㈱）・三宅委員（住
友林業クレスト㈱）・成瀬委員（材惣木材㈱）の協力をいただき、国産材
を使用した立派な「背もたれ付きベンチ」を制作しました。
　教室では、道具の使い方や注意点、工程など講師から説明がありまし
た。参加者は沢山の道具を使用して親子で協力しあいながらベンチを完
成させました。仕上げに鑢をかけ、何処に設置しようか？と相談してい
る姿に既製品にはない、手作りの木の温もりを感じられる作品の良さが
伝わったことに喜びを感じました。

～車には純正以外のセキュリティ対策を～
自動車の防犯対策に関する好事例を紹介します !
先日、蟹江警察署管内でレクサスLXの盗難被害が発生しましたが、その数時間後には関東圏で車両が無事発見されました。
なぜ、そんなにすぐに発見できたのか?
それは、所有者の方の“高い防犯意識”が功を奏したからです。
所有者の方は、レクサスLXは盗まれやすい車種と知っていたため、日頃から車に純正のGPS以外に複数のGPSを取り付けてい
たのです。
犯人もすべてのGPSを発見することはできなかったため、車に取り付けられたGPSの一つから逃走先を特定することができま
した。
レクサス、ランクル、プリウスをお持ちの方は特に、“純正セキュリティは犯人も調べ上げている”ということを念頭に『純正以外
のセキュリティ対策』を心掛けましょう !

飛島村　DIY教室が開催されました飛島村　DIY教室が開催されました


